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●●●台見書
ミャンマーの教員養成大学図書室と 
児童中心型教育強化プロジェクト
久保田　賢　一　
1 ．はじめに
　2010 年に、在外研究でハワイ大学に滞在するこ
とになった。ハワイでの滞在は、思った以上に快適
で、いろいろな学校を訪問したり、研究者と意見交
換をしたりすることができ、研究成果も実りのある
ものになったと満足をしている。帰国後、海外の図
書館についてエッセイを書いてほしいという依頼が
関大図書館からあった。在外研究中、いろいろな体
験をしたので、ぜひ関西大学の学生にも紹介したい
と思ったが、アメリカでの体験よりも、あまり学生
たちの知らない国の図書館を紹介する方がおもしろ
いのではないかと思った。アメリカ、イギリスなど
の先進国における立派な図書館は、これまでにもい
ろいろ紹介されていると思う。
　ホノルル滞在中、私はフィリピンやミャンマーな
ど東南アジアの国に出かけて、研究活動を行ってき
た。読者には、先進国の図書館だけではなく、開発
途上国の図書館についても知ってもらいたいと思っ
た。そこで、私が 2003 年から関わることになった
ミャンマーの国を紹介し、参加しているプロジェク
トのことを交えて、図書館や教育に関することを書
くことにする。
　最近は、タイやベトナムなど東南アジアを訪問す
る人は多くなってきたようであるが、ミャンマーを
訪問する日本人は少ない。ミャンマーには中国や韓
国、ヨーロッパからの旅行者は多く見かけるが、日
本の旅行者を見かけることはあまりない。ミャンマ
ーの図書館について書くためには、まずはミャンマ
ーという国や私がミャンマーでどのような活動をし
ているか、紹介することから始めたい。
2 ．「ミャンマー」という国
　「ミャンマー」と聞いてもどこにあるのか，あま
りピンとこない人は多いかもしれない。以前は「ビ
ルマ」と呼ばれていたため、「ミャンマー」という
国名はまだあまり知られていないのだろうか。国名
が「ミャンマー」になったのは、1989 年に軍事政
権になってからだ。現在でも「ミャンマー」と「ビ
ルマ」の両方の名前で呼ばれているようだ。とくに、
現政権に反対する人たちは、「ビルマ」と呼ぶよう
であるが、「ビルマ」という国名は英語であり、と
くに「ミャンマー」との違いはないようである。政
府の説明によると、「ビルマ」とは本来「ビルマ族」
のことを指すので、国全体を指す言葉として「ミャ
ンマー」を使うということらしいが、「ミャンマー」
という言葉も「ビルマ族」を指すそうで、「ビルマ」
も「ミャンマー」も意味的には、大きな違いはない
ようである。本稿ではミャンマーとビルマの両方を
区別することなく使うことにする。
　ミャンマー（ビルマ）というと何を思い出すだろ
うか。年配の人は、インパール作戦や対緬（たいめ
ん）鉄道など第二次世界大戦中の出来事や映画にも
なった小説「ビルマの竪琴」を思い浮かべたりする
と思う。あるいは、2010 年秋に行われたミャンマ
ーの総選挙やアウン・サン・スー・チーさんの自宅
軟禁から解放された最近のニュースを思い出す人も
いるだろう。しかし、ミャンマーに関するニュース
はメディアではあまり取り上げられないため、多く
の日本人にとってはなじみの薄い国であることは確
写真 1　パゴダにお参りをするミャンマーの人たち
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かである。小説「ビルマの竪琴」も、ビルマの文化
や歴史についてあまり知らないで書かれたようだ。
ミャンマーの人に聞いてみると、お坊さんが竪琴を
もって托鉢に行くなど全くあり得ないことであると
いう。お坊さんは、世俗のことから離れて、精進を
しなければいけないので、世俗の楽器を手にするこ
と自体が御法度なのだ。
　私は、2004 年から毎年、年に 4 回ほどミャンマ
ーに出かけている。ここ 3年間ほどは、年末年始も
ミャンマーで仕事をしている。ミャンマーの新年は
4 月中旬なので、日本の年末年始もミャンマーでは
普通の日である。1 月 1 日も普通に仕事をしなけれ
ばならない。
表1　ミャンマーの概要（1）
正式国名 ミャンマー連邦　Union of Myanmar（Pyidaungsu Myanmar Naigandaw）
国　　歌 ミャンマー連邦国歌
面　　積 約67万8500km2（日本の約1.8倍）
人　　口 5322万人（2004年ミャンマー政府統計）
首　　都 ネーピードー　Naypyidaw（2006年10月にヤンゴンより遷都）
民族構成
ビルマ族約70％、シャン族8.5％、カレン族
6.2％、ラカイン族4％、華人3.6％、モン族2
％、インド人2％など。現政権の発表によれ
ば、国内には135の民族が居住している。
宗　　教
国民の85％が仏教徒（南方上座部仏教。た
だし華人の大乗仏教徒もいる）、キリスト教
徒4.9％（特に山岳地帯の少数民族には、20
世紀初頭に入り込んだ宣教師によってキリ
スト教が広められた）。そのほかイスラム教
4％、ヒンドゥー教、アニミズムなど。
　ミャンマーは仏教国である。国民の多くは仏教徒
で、パゴダと呼ばれる寺院に多くの人が訪れる。平
均的な生活レベルは東南アジアの中でも低く、多く
の人々は貧しい。それでもお坊さんが托鉢に来ると
食糧を提供する。貧しくても、お寺に寄進し、つつ
ましく暮らしている。西欧諸国から経済制裁を受け
ているため、タイのような華やかさはない。訪問す
るときは、いつも夜にヤンゴン空港に到着するが、
空港の周りも電気が少なく暗い。バンコックの夜景
と比べると大きく異なる。
　人々は民族衣装を着ているので、私もミャンマー
滞在中は、ロンジーと呼ばれる巻きスカートのよう
なものをはいている。帰国するときも、ロンジーを
巻いて飛行機に乗ったことがある。そのときに、隣
に座った女性からビルマ語で話しかけられた。ミャ
ンマー人だと思ったのだろう。私は、日本人である
こと告げると、相手はびっくりした。どうも顔つき
もミャンマー人に似ているらしく、ロンジーをはく
とよく間違えられる。その女性は、日本人で長年ミ
ャンマーと関わってきたという。バンコックまでの
1 時間半、その女性と話が続いた。彼女は、大阪外
国語大学でビルマ語を学び、1960 年代にビルマに
留学をしたことがあるという経歴の持ち主であった。
1960 年頃のビルマの暮らしは日本よりもよく、お
いしいものをたくさん食べることができたと言って
いた。彼女は、ミャンマーと自分との関わりを「ビ
ルマ万華鏡」（2009 連合出版）という本に書いた。
大学の図書館にも是非入れてほしいと言われ、帰国
後早速、図書館で購入してもらうよう手続きをした。
ミャンマーに関心のある人は是非読んでほしいと思
う。
3 ．ミャンマーの教育
　私とミャンマーとの関わりは、2003 年に国際協
力機構（JICA）が実施していた共有林のプロジェ
クトに参加してからである。ミャンマー中部は、乾
燥地帯であまり森林がないため、村人が共有林を育
て、農業で利用したり、燃料として活用したりする
活動を支援するプロジェクトだ。その後、教育改革
のプロジェクトに参加することになり、初等教育の
授業改革に 5年間関わることになった。
　1990 年にタイのジョムティエンにおいて、ユネ
スコなどの主催による「万人のための教育（EFA）
世界会議」が開催された。そこでは、初等教育の普
及の重要性が確認され、それ以後、多くの開発途上
国では初等教育が普及し、多くの子どもたちが学校
写真 2　市場の様子
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に通うことができるようになった。ミャンマーも例
外ではないが、まだ多くの問題を抱えている。
　ミャンマーの教育は 5・4・2制である。小学校に
は 5～ 9 歳の子どもが通い、就学率 97％である。
中学校には 10 ～ 13 歳の子どもが通うが、就学率は
半分以下に下がってしまう。さらに高等学校は 14
～ 15 歳の子どもが通うが、就学率は 3 割程度しか
ない（2）。
　ミャンマーのプロジェクトに参加してから、いろ
いろな小学校を見学してきた。都市部の小学校は、
椅子や机、黒板などが整備され、しっかりしている
が、農村部の小学校は設備が悪く、教室の壁がない
ところが多い。たくさんの子どもたちが小さい場所
にすし詰めになっている。授業は、暗記・暗唱が中
心で、生徒が一斉に大声で唱和する。壁がない学校
で、みんなが大声で暗唱するので、とてもうるさい。
じっくりと物事を考えて、答えを出すような授業は
見られない。もっと教え方を変えないといけないと
思うが、子どもたちは一生懸命に学んでいるように
見える。
　初等教育の就学率は 100 パーセント近くに達した
が、問題は教育の質の改善である。教科書を暗記さ
せるような学習から、実験をしたり、観察をしたり
する体験を取り入れ、子ども同士で意見を出し合い、
深く考えられる学習方法に転換していく必要を感じ
る。
写真 3　小学校の生徒
4 ．児童中心型教育強化プロジェクト
　私は、2005 年から国際協力機構（JICA） が実施
している技術協力プロジェクトに関わってきた（3）。
毎年、年に 4回ほど出かけ、学校見学をしたり、研
修をしたりしている。このプロジェクトの目的は、
小学校の先生たちの教え方を改善することを目指す、
小学校の教育改革である。2008 年までは、「子ども
が生き生きと学ぶ」ための研修を、パイロット地区
を中心に行ってきた。2009 年から第二期が始まり、
パイロット地区で蓄積したノウハウを全国の小学校
に広げていこうとしている。
写真 4　教室の様子
　私の担当は、教員養成大学における教員の教え方
の改善である。ミャンマーには、20 の教員養成大
学があり、この大学を卒業した人たちは小学校の教
員になる。小学校の教育方法を変えるためには、現
職教員の研修とともに将来、教員になる人たちを対
象にした教員養成課程の改革も必要だ。そのために、
教員養成大学の教員に対して、新しい教え方の研修
を行ってきた。しかし、20 の大学を訪問して研修
したり、ヤンゴンで行う研修に参加してもらったり
することは、時間も費用もかかる。そこで、研修に
参加してもらった教員を中心に、各学校で「授業研
写真 5　教員研修の様子
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究」を定期的に行ってもらうことにした。各大学の
教員が自主的に授業研究を行うことができれば、改
革が進む。そのためには、どのような支援が必要か、
この 2年間は各大学を訪問してモニタリングを行っ
てきた。
写真 6　教員養成大学の授業
　実際に、教員養成大学を訪問し、授業を見学する
ことでいろいろなことが見えてきた。ある教員養成
大学を訪問したときに、生物の授業で腔腸動物に関
する単元を教える授業を計画していたので、授業見
学をした。クラゲやイソギンチャクなどが腔腸動物
であると教科書に書いてあるので、教員は教科書の
図を使って説明をしていたが、ただ教科書の文章に
そって説明をするだけである。教科書には、クラゲ
の断面図が書かれているだけだ。高校以上の教科書
は、英語で書かれており、授業中に英語の文章をミ
ャンマー語で説明するだけに終わってしまう。クラ
ゲの断面図だけでは、何のことが学生はよくわから
ないと思ったが、生物の教員もクラゲもイソギンチ
ャクも実際には見たことがないという。授業のあと、
インターネットで写真を検索し、イソギンチャクや
クラゲの写真を見せた。日本では、実際に海に行か
なくても、水族館や動物園などに出かけたりして、
いろいろな動物を見たりする機会はあるが、ミャン
マーではその機会も十分にない。実物を見たり、写
真を見たりできる日本の豊かな学習環境と比べると、
ミャンマーの学習環境はとても貧弱である。このよ
うな状況の中、どうしても授業は暗記型の学習に終
始してしまう。加えて、科学の教科書は英語で書か
れているが、教員も学生も英語が十分に身に付いて
いない。そのため、教員は英語の教科書を翻訳して
終わっているのが現状のようだ。
　教員養成大学の状況がこのような中、学生に考え
させる授業を展開するのはなかなか難しい。日本で
は、子どもの時から学校図書館で図鑑や百科事典を
手にし、いろいろな動物の写真や絵に親しんでいる。
加えて、学校の遠足で水族館や動物園、博物館など
に出かけ、本物やレプリカをみているので、だいた
いの想像はつく。ミャンマーの子どもたちは、そう
いう機会に接することはないため、クラゲやイソギ
ンチャクだけでなく、身の回りの環境意外のものに
接することが極端に少ない。教科書には、簡単なク
ラゲの断面図が示されているだけであり、この図か
ら生きているクラゲを想像することは難しいと思う。
　それでもこの 5年間に教員養成大学の教科書も改
訂され、私たち日本の専門家が、教員を招いて、研
修を行ったりし、教育方法を改善しなければいけな
いという意欲も育ってきた。
5 ．教員養成大学の図書室
　ここでやっと話題は図書館に移るが、実は図書館
について語る話題はあまり多くはない。なぜならば、
図書館にはほとんど本がなく、置かれている本もか
なり古いからだ。もちろん、小学校には図書室がな
い。あるものは、子どもたちが持っている教科書の
みである。場所によっては教科書も十分にない。教
員養成大学には図書室があり、本が置かれているが、
十分にあるわけではない。図書館ではなく、図書室
である。本は、鍵がかけられているガラスの扉のあ
る書棚に納められ、許可がないと手にすることがで
きない。本の紙質は悪く、破れやすいため破れた本
は、すべてテープで修理され、本棚にきちんと収め
られている。それだけ読み込まれた本があるのだろ
写真 7　図書室
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うか、紙質が悪いのですぐに破れるのだろうか、ほ
とんどの本は、テープで修理が施されていた。
写真 8　英語の本はプロジェクトからの寄贈
　こういう状況では、唯一の情報源は教科書である。
教科書は教育省で作られ各学校に配布されるので、
教員や学生は全員教科書は持っている。しかし、そ
れほど厚くない教科書に書かれている情報は限られ
ている。結果として、授業では丸暗記の学習になっ
てしまう。私が参加している教育改善プロジェクト
では、「学生が自分で考える力をつける」ことが目
標のひとつである。考えるためには、多様な視点を
持つことが大切である。ところが、前述したように
一冊の教科書のみから得た情報では、多様な視点を
持つことは難しい。
　教員に話を聞くと、一番の要望は本が不足してい
るので、本が欲しいと言うことであった。そこで、
各大学に百科事典や図鑑など、視覚に訴えることで
理解を促すものを中心に、英語の本を寄贈すること
にした。少しでも本を参照してもらい、授業に役立
ててもらいたいと思う。
　図書室にはパソコンも何台か置かれているが、イ
ンターネットに接続されているものは少ない。さら
に、通信速度が遅かったり、頻繁に接続が切れたり
するために思うようにウェブページにアクセスがで
きない。加えて、停電が多いので、停電になっても
10 分程度は利用できるようにするための装置がな
いと使えない。プリンター、複写機などの事務機器
も整備されていない。プロジェクトでは、各大学に
1 台ずつデスクトップ・パソコンやビデオカメラを
寄贈し、授業の様子を撮影したり、映像を視聴した
りすることができるようにした。
　このように本やコンピュータの整備を行い、少し
ずつ教員の教育環境を整えてきたが、1 年後に訪問
すると、ビデオカメラの電池が壊れたり、パソコン
の調子が悪くなったりしている。大学に予算がない
ために、修理のための費用が十分に充てられないか
らだ。
6 ．基礎教育開発研究センターの図書室
　基礎教育開発研究センターは、日本人の専門家が
仕事をする建物であり、基礎教育の改善を図るため
の研究開発の中心である。このセンターを初めて訪
問したときは、維持管理が悪いため、とても使いに
くい場所であると感じていたが、次第に改善されて
きた。このセンターは、先導的な教育改革の拠点で
あり、そのための環境を整えることが急務だったか
らである。たとえば、展示物をそろえ机やいすを配
置し、訪問した人たちが気持ちよく研修ができるよ
うな環境を整えてきた。図書室には、教育方法に関
する英語の本をたくさん配置し、センターに研修に
きた人たちがいつでも利用できるようになった。私
は、ミャンマーに行くときには、いつも何冊かの本
を寄贈してきた。ホノルルに滞在していたとき、人
形やゲームなど小学校向けのさまざまな教材を買い
そろえることができたので、たくさん購入し図書館
に寄贈したりした。とにかく、決定的に本や教材が
不足している。センターは、全国の初等教育の改善
の中心であり、このセンターに来れば、必要な情報
が手に入ると教員たちに思ってもらいたい。現在、
図書室には専属の司書が配置され、少しずつではあ
るが、本も充実してきた。
　初等教育を改善するには、まず教員養成大学の教
員が新しい教育方法を身につける必要がある。この
写真 9　ミャンマーの同僚とパゴダ参り
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センターでは、毎年全国から教員を集め研修を行っ
ている。交通網が十分に整備されていないため、全
国研修に参加するためには、多くの教員は 1日から
2日かけてヤンゴンに来なければならない。研修では、
新しい知識を身につけるだけではなく、自律的、主
体的に学ぶことを身につけてもらいたいと思う。自
律的な学習をする場としての図書室は不可欠な場所
である。センターの充実した図書室で新しい教育方
法を学んでもらいたい。
7 ．おわりに
　マスメディアは、世界の情報を伝えると言うが、
実際には先進国からの情報を主に伝えるだけである。
開発途上国の状況を伝えるのは、何か事件が起きた
時だけである。だから多くの日本人は、ミャンマー
という国がどこにあるのか、どういう人が住んでい
るのか、あまり知らない。このエッセイは図書館に
ついて紹介するものであるが、図書館について語る
ためには、その国の図書館が置かれている文化・社
会・歴史的な背景をまず理解してもらわないといけ
ないと思った。図書館がどのようなものかは、そう
いう背景を理解しないと分かってもらえない。
　これまで述べたようにミャンマーは発展途上の国
であり、図書館もまだ充実していない。東南アジア
の中でも経済発展が最も遅れた国のひとつであり、
教育にかける予算も十分なものではない。それでも、
教員養成大学には、図書室がおかれ、少ない数では
あるが本を整えて、教員や学生に提供しようと努力
していることを読者には理解してもらいたい。
　ミャンマーの状況に比べると日本では、本が十分
すぎるくらいあり、情報にあふれている。それがか
えって、本離れにつながっているのかもしれない。
情報の少ないミャンマーの学生は、少ない本しかな
いが、その本がすり切れるまで読み込んでいる。
　私は、これまで 6年間ミャンマーの教育改革に取
り組んできた。教育改革とは、単に子どもたちが楽
しく学ぶ、自律的に学ぶことを目指すだけではなく、
よりよい社会にするために市民として何をするべき
か問うものである。ミャンマーの人たちは、敬虔な
仏教徒であり、貧しくともお坊さんたちに食べ物を
分け与える心の優しい人たちばかりである。ミャン
マーのこのような文化を大切にしつつ、自分の考え
をしっかり持って、意見をいい、正義に向かって協
力し合うことも、教育改革の大切な方向性のひとつ
であると思う。その中で、図書館が果たす役割は大
きい。もちろん、道のりは平坦ではなく、遠いかも
しれない。しかし、私の活動がミャンマーの人たち
が幸せな生活を実現するための一歩を助けるもので
あってほしいと願う。
注
（ 1） h t t p : / /www.mo f a . g o . j p /mo f a j / t o ko /wo r l d _
school/01asia/infoC11800.html
（ 2） http://www.jica.go.jp/project/myanmar/0701893/02/
index.html
（ 3） http://www.arukikata.co.jp/country/asia/MM_
general_1.html
 （くぼた　けんいち　総合情報学部教授）
写真10　ミャンマーの民族衣装を着ている学生
